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図１ デニット糸の外観 

表２ 織物の試作結果 

表１ 緯糸加工糸の加工条件 

図３ 求評出品した試作織物 図４ 染色加工した試作織

物 
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図２ 試作織物の目付と嵩高
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嵩
か さ

高性、ソフト感に優れたデニット糸(図

１)を使用し、県内の羽二重
は ぶ た え

産地で製織可能

な織物を開発するため、最適な緯糸加工糸

の作製条件、及び織物の設計条件を求める

ことが必要でした。 

について、の開発を目指す。  

 

上記の課題を解決するために、下記の内

容について、試作加工と評価を行いまし

た。 

①：緯糸加工糸のピッチ間隔と経糸密度

の関係検証、および緯糸加工糸の構成糸に

水溶性ビニロンの使用(表１)、②：①の加

工糸に合わせた織物設計条件の検討(表２) 

  

 

１）緯糸加工糸の構成糸に水溶性ビニロン

の使用、及び織物設計条件の検討を行っ

た結果、嵩高性を確保した上で、昨年度

試作した織物よりも軽量化を実現するこ

と(図２、図３)ができました。 

２）今年度試作した織物については、県内

企業がストール用途で製品化(図４)を目

指しております。 

３）本研究の成果であるデニット糸織物を

使用し、縫製企業の製品試作を進める予

定です。 

解決すべき課題 

研究内容 

結果・まとめ 
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